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～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 
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神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
２８才 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

◆なぜ無所属？ 

私は今、無所属の立場で活動しています。 

なぜ「無所属」なのか。 

それは日々の生活のなかで生まれた悩みや不安 

問題など、市民の皆さんの声をしっかりと議会に届け 

政治に反映させていくため。 

実際にはその制度のもと暮らす皆さんと、住みよい豊中を作っていきたいのです。 

それは組織のしがらみにより、自分の信念や理念を曲げて 

活動しなければならない、「政党」に所属していてはできません。 

党の方針を聞く時間があるのならば、私はそれを皆さんと話しをする時間にしたい。 

一人でも多くの方の思いを聞きたいと考えています。 

だからこそ「無所属」として活動するのです。 

◆わかりやすく、納得のいく政治を！！ 

気づけば負担が増え、給付金や控除が突然減らされ

てないですか？ 

私たち市民の感覚とは、かけ離れた政治家たちが決

定する政策は、気づいたときには責任と負担が皆さ

んにのしかかっているのです。その流れを断ち、政

治と市民の距離を近づけるため、神原 宏一郎は、皆

さんの声を議会に届けるだけでなく 

徹底した情報公開・提供を約束します。 

･･･議会での議論内容を通信にして配布。 

･･･街頭演説・ホームページでの情報公開。 

･･･報告会を開き、生活や将来にどう変化・影響が 

あるのかをわかりやすく説明。 

市民中心の対話型の政治を実現し、わかりやすく、

納得のいく政治を実現します。 

◆与党でもなく、野党でもない！！ 

「何でもかんでも賛成の与党」対「何でもかん

でも反対の野党」という対立構造では、市民に

とって何のメリットもありません。「良いもの

は良い、悪いものは悪い」という当たり前の判

断を、しがらみのない立場で、ひとつひとつ丁

寧にしてゆく議員が豊中の政治には必要です。 

与党でも野党でもない、第三の選択肢を！！ 

問題を先送りするだけでも、批判するだけでは

なく、解決に知恵をしぼり、未来を見通して起

こりうる問題をあらかじめ防いでゆく市民の

代弁者。 

 

市民が中心となり、主役となる政治を豊中に実

現し、誇りある豊中市を私たちの手で！！ 

第３の選択肢を!! 


